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（マル福）

経済産業省
【国】

『導入促進指針』の策定

【事業者】
『先端設備等導入事業計画』

の策定

【市町村】
『導入促進基本計画』

の策定

補
助
、
金
融
支
援
等 固

定
資
産

税
の
軽
減

協
議

申
請

同
意

認
定

議
案
第
61
号

固
定
資
産
税
の
免
除
措
置

を
３
年
度
分
免
除

常
陸
大
宮
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
支
援
員
の
資
格
要
件
に
５
年
以
上
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
市
長
が
適

当
と
認
め
た
も
の
を
加
え
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
、
中
小

企
業
の
「
生
産
性
革
命
」
の
実
現
の
た
め
、
市
町
村

の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
へ
の
支
援
措
置

議
案
第
54
号

・
教
諭
資
格
の
定
義
を

  

明
確
化

・
放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
の
緩
和

支援措置の流れ

高校生の入院に係る医療費の支給対象年齢を18歳まで
拡充するものです。

入院　中学３年生まで

　　　高校３年生まで

議案第55号

医療福祉費の支給対象年齢を拡充

H30年
第２回
定例会

今期上程
議案は、
すべて原案
どおり可決

専決処分
２件

財産取得
１件

補正予算
３件

条例改正
３件

工事変更契約
１件

議員提出議案
１件

会　期
6月 7日から
6月20日まで

常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の
一部を改正する条例
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会　　　計　　　名 補　正　額 主　　な　　事　　業

議案第58号
一般会計（第１号） 2,839万円

コミュニティ助成事業助成金	 1,750万円
地区集会施設等整備事業補助金	 408万円
消防団員退職報償金	 432万円

議案第59号
公共下水道事業特別会計（第１号） 3,000万円 管渠布設工事	 3,000万円

議案第60号
上下水道事業会計（第１号）

収益的支出						7万円 借地料	 7万円

資本的支出		335万円 水道事務所駐車場整備工事	 264万円

補正
予算
補正
予算 平 成 3 0 年 度 補 正 予 算

  議案第58号　  常陸大宮市一般会計補正予算（第１号）
Q　コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）の補助割合・対象となる要件は
A　補助の割合は、対象事業費の５分の３以内、上限1,500万円までとなっています。住民の自主的なコ
ミュニティ活動を積極的に推進する事業が該当するものと考えています。例年、９月末までに団体から
の申請により、自治総合センターで審査し、その審査に認められた事業が対象です。

予算決算

常任委員会審査 pick up

  議案第54号　  常陸大宮市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
Q　放課後児童健全育成事業に携わる支援員の資格状況については
A　規定では、１施設２名以上の職員を配置、そのうち１名は必ず支援員の資格を有する者となってい
ますが、現在、約半数の支援員が資格を有しています。

  議案第55号　  常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例
Q　小児に係る医療福祉費の支給対象である高校３年生の定義については
A　18歳に達する日以降の最初の３月31日までの者であり、あくまでも18歳の年齢を対象とします。

文教福祉
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１
．
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

　
い
て

事
業
内
容　
職
員
１
人
ひ
と

り
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
で

あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、

日
々
の
業
務
改
善
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
行
政
手
続
き

の
簡
素
化
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
負
担
の
軽
減

及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
運
営
の
効
率
化

を
図
る
。

委
員
会
の
意
見　
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
で
あ
る
こ
と

へ
の
認
識
を
持
ち
、
進
め
ら

れ
た
い
。

２
．
多
様
な
人
材
確
保
に
つ
い

　
て実

施
内
容　
職
員
採
用
に
あ

た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
活
用
し
て
積
極
的
な

情
報
提
供
を
行
い
、
市
の
発

展
に
資
す
る
有
能
な
人
材
の

確
保
に
努
め
る
。

委
員
会
の
意
見　
人
材
確
保

の
一
環
と
し
て
、
再
任
用
制

調査項目 （第３次常陸大宮市行財政改革大綱実施計画より）

No. 基 本 方 針 取 組 事 項
１ 市民サービス改革 職員の意識改革による市民サービスの向上
２

職員改革
多様な人材の確保

３ 人事評価制度の導入と推進
４

財政基盤改革

合併特例期間終了を見据えた財政運営
５ 遊休財産の処分
６ 事業等への終期設定
７ 民間委託の推進
８ 公共施設等総合管理計画の策定及び推進
９ 借地の見直し
10

事務事業改革
５Ｓ運動の導入と推進

11 出資法人の経営健全化

度
や
短
期
雇
用
制
度
等
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
幅
広
い
人

材
を
集
め
、
人
材
育
成
に
努

め
ら
れ
た
い
。

職
員
の
採
用
時
に
は
、
将
来

を
見
据
え
た
技
術
職
や
中
途

採
用
者
等
の
経
験
豊
富
な
人

材
を
採
用
す
る
な
ど
検
討
さ

れ
た
い
。

３
．
人
事
評
価
制
度
の
導
入
と

　
推
進
に
つ
い
て

実
施
内
容　
人
事
評
価
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
職
員
の
職

務
遂
行
能
力
や
勤
務
実
態
を

把
握
、
評
価
し
、
そ
の
結
果

を
人
事
配
置
や
能
力
開
発
、

適
正
な
給
与
処
遇
等
へ
の
活

用
を
図
る
。

委
員
会
の
意
見　
職
員
自
身

が
人
事
評
価
制
度
を
理
解
し
、

職
員
の
意
識
改
革
を
図
ら
れ

た
い
。

職
員
の
意
識
改
革
を
高
め
、

動
機
付
け
を
し
、
意
識
の
底

上
げ
を
図
ら
れ
た
い
。

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

◎
小
森
敬
太
郎

○
黒
部　

博
英

　

金
子　
　

卓　

秋
山　

信
夫　

掛
札　

行
雄

　

武
石　

寿
長　

𠮷
川　

美
保　

大
貫　

道
夫

　

坂
本　

繁
輝　

三
次　

弘
史　

大
瀧
愛
一
郎

　

小
原　

明
彦

委
員
構
成

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
全
国
の
自
治
体
で

厳
し
い
財
政
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
財
政
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
適
正
な

配
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
財

政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
等
、
行
財
政
の
健
全
化
、
効
率
化
を
促
進

し
、
ま
た
、
職
員
の
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

適
正
な
職
員
の
配
置
や
人
材
育
成
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
調
査
を
行

う
。

目　
的

　

Ｈ
29
年
３
月
21
日
～
Ｈ
30
年
５
月
17
日

調
査
期
間

報告

4



４
．
合
併
特
例
期
間
終
了
を
見

　
据
え
た
財
政
運
営
に
つ
い
て

実
施
内
容　
普
通
交
付
税
合

併
算
定
替
終
了
に
対
応
す
る

歳
入
の
確
保
及
び
歳
出
の
抑

制
を
す
る
た
め
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
を
検
討
し
推
進
す
る
。

投
資
事
業
は
、
合
併
特
例
期

間
中
で
は
、
財
政
処
置
に
高
い

合
併
特
例
債
を
有
効
活
用
す

る
な
ど
計
画
的
に
推
進
す
る
。

合
併
特
例
債
期
間
終
了
後
は
、

有
効
な
起
債
が
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
市
債
残
高
及
び

公
債
費
の
適
正
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

財
政
調
整
基
金
等
を
活
用
す

る
。

委
員
会
の
意
見　
過
疎
地
域

振
興
策
を
含
め
、
市
民
要
求

を
的
確
に
捉
え
、
そ
の
実
現

に
向
け
努
力
を
図
ら
れ
た
い
。

財
政
計
画
の
中
へ
、
基
金
の

詳
細
を
明
確
化
す
る
こ
と
。

事
業
見
直
し
を
図
り
、
職
員

の
姿
勢
や
経
営
意
識
の
醸
成

を
図
ら
れ
た
い
。

５
．
遊
休
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

事
業
内
容　
売
却
可
能
な
遊

休
財
産
（
未
利
用
地
）
の
売

却
処
分
を
促
進
す
る
。

委
員
会
の
意
見　
費
用
対
効

果
の
検
証
を
図
る
こ
と
で
、

売
却
ま
た
は
貸
付
け
の
処
分

を
積
極
的
に
努
め
ら
れ
た
い
。

６
．
事
業
等
へ
の
終
期
設
定
に

　
つ
い
て

実
施
内
容　
事
務
事
業
等
の

実
施
に
あ
た
り
、
終
期
を
設

定
し
、
一
定
期
間
で
見
直
し

を
行
う
。

委
員
会
の
意
見　
事
業
の
必

要
性
を
整
理
さ
れ
た
い
。

事
業
の
終
期
設
定
を
さ
れ
、
所

期
の
目
的
や
基
準
等
の
見
直

し
を
検
証
さ
れ
る
と
と
も
に
、

よ
り
事
業
の
明
確
化
を
図
ら

れ
た
い
。

７
．
民
間
委
託
の
推
進
に
つ
い
て

実
施
内
容　
民
間
委
託
に
よ

り
、
経
済
効
率
、
サ
ー
ビ
ス
基

準
の
向
上
が
見
込
め
る
。
事
務

事
業
の
洗
い
出
し
を
し
、
積
極

的
に
民
間
委
託
を
推
進
す
る
。

委
員
会
の
意
見　
市
民
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
向
上
を
配
慮
し
、

民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間

へ
の
委
託
を
図
ら
れ
た
い
。

民
間
へ
委
託
す
る
際
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
視
野
に
、
経
費

削
減
、
費
用
対
効
果
等
を
よ

く
検
討
・
精
査
し
た
う
え
行

う
こ
と
。

８
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

　
画
の
策
定
及
び
推
進
に
つ
い

　
て実

施
内
容　
人
口
減
少
や
少

子
・
高
齢
化
の
進
行
、
施
設

の
老
朽
化
等
に
対
応
す
る
た

め
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
、
公
共
施
設

の
適
正
化
を
推
進
す
る
。

委
員
会
の
意
見　
地
域
の
人

口
減
少
等
を
考
慮
し
て
地
域

の
現
状
に
あ
っ
た
計
画
を
考

え
て
実
行
す
る
こ
と
。

公
共
施
設
等
管
理
計
画
（
平

成
29
年
度
～
平
成
58
年
度
）

は
、
30
年
計
画
で
あ
る
が
、
10

年
先
を
見
据
え
た
、
現
実
に

近
い
計
画
策
定
が
望
ま
し
い
。

９
．
借
地
の
見
直
し
に
つ
い
て

事
業
内
容　
施
設
等
に
係
る

市
の
借
地
に
つ
い
て
は
、
更

新
時
等
に
見
直
し
を
行
い
、

経
常
経
費
の
削
減
を
図
る
。

（
見
直
し
の
内
容
、
借
地
料
金

単
価
の
統
一
、
継
続
の
必
要

性
等
）

委
員
会
の
意
見　
契
約
事
務

に
関
し
て
、
総
括
し
た
部
局

の
一
元
化
を
図
り
、
単
価
基

準
や
契
約
期
間
な
ど
、
適
正

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

10
．
５
Ｓ
運
動
の
導
入
と
推
進

　
に
つ
い
て

事
業
内
容　
５
Ｓ
運
動
を
導

入
、
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
に
業
務
を
遂
行
す

る
た
め
の
良
好
な
職
場
環
境

を
作
る
と
と
も
に
、
職
員
１

人
ひ
と
り
の
自
主
性
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
を
図
る
。

委
員
会
の
意
見　
方
針
や
目

標
等
を
立
て
、
職
場
環
境
改

善
を
実
施
し
、
見
え
る
形
で

市
民
へ
公
表
を
図
ら
れ
た
い
。

11
．
出
資
法
人
の
経
営
健
全
化

　
に
つ
い
て

実
施
内
容　
市
が
出
資
す
る

法
人
の
事
業
運
営
に
関
し
、

総
合
的
な
視
点
か
ら
指
導
、

調
整
を
行
い
、
円
滑
な
運
営

を
推
進
す
る
。

委
員
会
の
意
見　
法
人
経
営

の
健
全
化
と
い
う
観
点
か
ら
、

比
較
・
検
証
を
さ
れ
、
見
直
す

べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
を
図
ら

れ
た
い
。

自
立
を
促
す
手
段
が
で
き
る

よ
う
改
革
を
図
ら
れ
た
い
。

委
員
会
か
ら
の
総
括
意
見

・
第
３
次
常
陸
大
宮
市
行
財

政
改
革
大
綱
の
趣
旨
の
も

と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
る
よ
う

推
進
す
る
こ
と
。

・
各
調
査
項
目
に
関
し
て
は
、

一
定
期
間
経
過
し
た
後
、
進

捗
状
況
等
を
含
め
、
議
会
へ

成
果
報
告
を
さ
れ
る
よ
う
強

く
求
め
提
言
と
す
る
。
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議案
番号 件　　　　　　　名 議決

結果

議　　　　　　員　　　　　　名
黒
部　
博
英

小
原　
明
彦

大
瀧
愛
一
郎

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

坂
本　
繁
輝

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

小
森　
敏
雄

田
沢　
祐
男

川
上　
　
博

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

岡
﨑　
榮
一

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

金
子　
　
卓

議案
第53号

専決処分の承認を求めることに
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議提
第１号

所有者不明の土地利用を求める
意見書 否決 ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● ― ● ○ ● ● ●

◆賛否の分かれた議案等

○：賛成　　●：反対 『－』は議長は採決に加わりません。

議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果
議案第	52	号 専決処分の承認を求めることについて（常陸大宮市税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第	53	号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

議案第	54	号 常陸大宮市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第	55	号 常陸大宮市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第	56	号 財産の取得について（高規格救急自動車） 可決
議案第	57	号 工事請負変更契約の締結について（辰ノ口橋橋梁耐震補強工事） 可決
議案第	58	号 平成30年度常陸大宮市一般会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第	59	号 平成30年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第	60	号 平成30年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第	61	号 常陸大宮市税条例の一部を改正する条例 経済建設 可決
議提第	１	号 所有者不明の土地利用を求める意見書 総務 否決
議提第	２	号 保健所再編についての意見書 可決

平 成 3 0 年 第 ２ 回 定 例 会 議 決 一 覧

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！
請願
番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

請願
第H30-1号

八田地内市道21336号線道路整備工事
に関する請願

八田区長　増子　行平　
他６人 小原　明彦 経済建設 採択

　請願・陳情は、市政に関することで、市民の皆様のご要望等を直
接議会に提出できる制度です。
提出先　議会事務局（本庁４階）
受付期間　各定例会開会日の７日前まで
その他　署名簿は原本
　　　　（母印、サインは無効）
※審議の結果については、採択・不採択にかかわらず、郵送でお知

らせします。

書式例
（表紙）

平成　年　月　日

常陸大宮市議会議長　様
○○○○に関する請願書（陳情書）
　　　　　　　請願者
　　　　　　　　住所
　　　　　　　　氏名　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　ほか○人
　　　　　　　　（℡　　　　　　　　）

紹介議員
　○○○○　㊞

（陳情の場合、紹介議員は必要ありません）

（別紙）

件名　
○○○○に関する請願書（陳情書）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項
・
・

　地方自治法第124条の規定により提出
します。（陳情の場合は、除きます）

議会への請願・陳情
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●保健所再編についての意見書 　 可決
議  員  提  出  議  案議  員  提  出  議  案

議提第２号

　
常
陸
大
宮
市
議
会
で
は
、
茨
城
県
が
検
討
し
て
い
る
保
健
所
の
再
編
に
関
し
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
災
害
時
等
へ
の
対
応
等
に
対
し
て
配
慮
を
求
め
る
意
見
書
を
茨
城
県

知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
を
含
む
常
陸
太
田
・
ひ
た
ち
な
か
保
健
医
療
圏
は
、
面
積
が
広
く
、
そ
の

東
端
に
位
置
す
る
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
に
常
陸
大
宮
保
健
所
を
統
合
さ
せ
る
再
編
案
は
、

人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
県
北
西
部
の
活
力
の
低
下
及
び
住
民
や
業
者
等
の
各
種
相
談
・

申
請
手
続
き
に
係
る
影
響
の
ほ
か
、
感
染
症
等
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
等
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
一
、
東
海
村
の
原
子
力
関
連
施
設
で
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
隣
接
す
る
ひ

た
ち
な
か
保
健
所
が
そ
の
機
能
を
果
た
せ
る
か
と
い
っ
た
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
と
し
て
は
、
常
陸
大
宮
保
健
所
は
県
北
西
部
の
地
域
保
健
対
策
の
拠
点
と

し
て
、
そ
の
役
割
は
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、
保
健
所
の
再
編
に
関
し
て
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
、
災
害
時
等
へ
の
対
応
等
、
特
段
の
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

１　

常
陸
大
宮
保
健
所
は
、
常
陸
太
田
市
、
常
陸
大
宮
市
、
那
珂
市
及
び
大
子
町
の
３

　

市
１
町
の
広
域
を
管
轄
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
を
維
持
し
存
続
さ
れ
た
い
。

　

２　

保
健
所
再
編
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
災
害
時
等
へ
の
十
分
な

　

る
配
慮
を
す
る
こ
と
。 

提
出
先

　

茨
城
県
知
事　

7 議会広報第55号

常陸大宮保健所



今回４人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ９

　　　公共交通について
　　◇防災について
　　◇教育環境について
　　　諸課題について

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ10

　　◇各種政策制度の進捗状況について
　　　市議会が採択した請願の処理結果について

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ11

　　◇地域創生まちづくり事業について
　　◇ヘルプカードの普及について
　　◇感震ブレーカーの普及について

𠮷川　美保  議員　…………………　Ｐ12

　　◇定住促進と住環境の住民ニーズについて
　　　事業の方向性について
　　　かわプラザの排水処理について
　　◇保健所の再編について

市
政
を
問
う　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全

般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

市
政
を
問
う

一般質問

8



一 問質般

金子　　卓
議員

　
学
校
環
境
衛
生
基
準
の
一
部

改
正
の
う
ち
「
教
室
等
の
環
境

に
係
る
学
校
環
境
衛
生
基
準
」

の
中
「
温
度
」
の
基
準
変
更
の

説
明
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
２
日
付

で
、
教
室
等

の
望
ま
し
い
温
度
の
基
準
を
17

℃
以
上
28
℃
以
下
に
見
直
す
と

い
う
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
第
２
回
定
例
議
会
で

も
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
ま
し

た
。
文
科
省
は
、
お
お
む
ね
３

年
に
一
度
、
公
立
学
校
の
空
調

設
置
状
況
の
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
、
小
学
校
・
中
学
校
と

も
に
普
通
教
室
へ
の
設
置
が
０

％
は
県
内
６
自
治
体
だ
け
で
し

た
。
そ
の
後
、
笠
間
市
は
昨
年

度
全
小
学
校
に
設
置
、
城
里
町

は
来
年
度
に
全
中
学
校
に
設
置

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
教
室
等
の
温
度
基
準
が
お
よ

そ
50
年
ぶ
り
に
大
き
く
見
直
さ

れ
た
現
在
、
市
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

基
準
が
緩
和

さ
れ
た
中
で

し
っ
か
り
精
査
し
た
結
果
、
28

℃
が
守
れ
な
か
っ
た
場
合
、
改

善
す
る
の
に
ど
う
い
っ
た
形
で

い
く
の
か
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方

向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

普
通
教
室
・
特
別
支
援
教
室
、

特
別
教
室
で
設
置
さ
れ
て
い
な

い
教
室
、
全
部
や
る
と
５
億
円

強
の
試
算
に
な
る
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
３
分
の

１
の
１
億
７
０
０
０
万
円
が
国

庫
補
助
に
な
り
ま
す
。

　

久
慈
川
右
岸
の
岩
崎
地
内
の

堤
防
整
備
、
久
慈
川
左
岸
の
世

喜
地
区
の
堤
防
整
備
、
こ
れ
ら

は
現
在
進
捗
の
様
子
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
後
の
見
通
し
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。岩

崎
地
域

は
、
平
成
29

年
度
末
で
河
川
改
修
の
進
捗
率

は
49
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
辰

ノ
口
、
小
倉
、
塩
原
地
域
は
、

平
成
26
年
度
よ
り
現
地
測
量
を

実
施
し
、
築
堤
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
一
部
地
権
者

と
の
合
意
形
成
が
は
か
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
協
議
を
継
続
し

て
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
岩
崎
地
内
「
道
の
駅
」
下
流

の
堤
防
整
備
で
す
が
、
変
更
さ

れ
た
計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

「
道
の
駅
」

下
流
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
大
宮
土
木
事
務

所
で
暫
定
盛
土
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
大
宮
土
木
事
務
所

に
お
い
て
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ

し
な
が
ら
事
業
に
つ
い
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

9 議会広報第55号

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
長

教
育
部
長

建設部長／協議を継続

岩崎と世喜地区の
堤防整備見通し

小中学校教室の
エアコン設置を求める
教育長／
28℃が守れなかった場合、
そういった方向で検討していきたい



一 問質般

大貫　道夫
議員

　

行
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
、
起
債
残
高
と
基
金
残
高
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。起

債
残
高
で

す
が
平
成
28

年
度
末
現
在
に
お
い
て
、
普
通

会
計
で
、２
６
３
億
５
７
１
６
万

円
、
市
民
１
人
当
た
り
で
は
、

60
万
９
０
０
０
円
で
す
。
特

別
会
計
を
含
む
市
全
体
で
は
、

３
６
７
億
７
８
１
４
万
円
、
市

民
１
人
当
た
り
85
万
円
で
す
。

　

ま
た
平
成
29
年
度
末
現
在

に
お
い
て
、
普
通
会
計
で

は
、
２
５
８
億
７
２
４
１
万

円
、
市
民
１
人
当
た
り
で
は

60
万
７
０
０
０
円
、
そ
れ
か

ら
、
特
別
会
計
を
含
む
市
全
体

で
は
、
３
６
０
億
５
７
７
万

円
で
市
民
１
人
当
た
り

84
万
４
０
０
０
円
で
す
。

　

基
金
残
高
で
す
が
、
平
成
28

年
度
末
現
在
に
お
い
て
、普
通
会

計
で
は
１
１
６
億
５
１
７
０
万

円
、
市
民
１
人
当
た
り
に

26
万
９
０
０
０
円
で
す
。
特

別
会
計
を
含
む
市
全
体
で

は
１
１
９
億
２
５
５
６
万

円
、
市
民
１
人
当
た
り
で
は
、

27
万
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
末
現
在

に
お
い
て
は
、
普
通
会
計
で

１
２
３
億
５
６
６
０
万
円
、
市

民
１
人
当
た
り
29
万
円　

特

別
会
計
を
含
む
市
全
体
で
は
、 

１
２
７
億
４
４
２
２
万
円
、

市
民
１
人
当
た
り
で
は
、

29
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
区
・
班
制
度
の
現
状
と
方
向

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
内
に
あ
る

92
行
政
区
の

規
模
の
現
状
は
、
平
成
30
年

４
月
1
日
現
在
で
の
世
帯
数

で
、
１
０
０
世
帯
以
下
が
34

区
、
１
０
１
世
帯
か
ら
２
０
０

世
帯
以
下
が
41
区
、
２
０
１
世

帯
か
ら
３
０
０
世
帯
が
11
区
、

３
０
１
世
帯
か
ら
４
０
０
世
帯

が
６
区
で
す
。

　

ま
た
、班
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
市
全
体
で
８
３
３
の
班

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
１
班
の
世
帯
数
の
基

準
を
20
世
帯
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
10
世
帯
未
満
の
小

規
模
班
が
全
体
で
１
８
２
班
、

率
に
し
て
21
％
、
世
帯
数
で

１
１
６
９
世
帯
で
す
。

　

な
お
、
班
加
入
状
況
に
つ
い

て
で
す
が
、
現
在
の
区
制
が
施

行
さ
れ
た
平
成
18
年
４
月
１
日

に
お
い
て
は
、
班
加
入
世
帯

数
１
万
４
０
５
７
世
帯
、
住

基
人
口
の
83
％
、
ま
た
、
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
は
、

１
万
２
６
３
０
世
帯
、
住
基
人

口
の
72
％
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
11
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
小
規
模
班
の
増

加
、
あ
る
い
は
、
班
加
入
率
の

低
下
に
よ
り
、
区
活
動
に
お
け

る
事
業
推
進
へ
の
影
響
、
あ
る

い
は
、
役
員
の
な
り
手
不
足
な

ど
の
多
く
の
課
題
が
生
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

10

市
民
生
活
部
長

区・班の現状と
方向性は
市民生活部長／
小規模班が21％、班加入率は72％

総
務
部
長

起
債
残
高
は

総
務
部
長
／
市
民
一
人
当
た
り
84
万
４
千
円



一 問質般

小原　明彦
議員

　
地
域
創
生
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
、
多
く
の
皆
様
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
丁

寧
な
説
明
や
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
今
後

の
課
題
や
進
め
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

今
後
、
更
な

る
事
業
の
推

進
と
充
実
に
当
た
り
、
各
部
局

が
連
携
し
、
横
断
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
庁
内

組
織
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
補
助
の
期
間
が
切
れ
た
後
の

進
め
方
の
中
で
、
延
長
や
他
の

部
署
へ
の
引
き
継
ぎ
等
の
検
討

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

計
画
期
間
終

了
後
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
進
行
管
理
を
図

り
な
が
ら
各
事
業
の
評
価
、
検

証
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
か
ら

計
画
期
間
満
了
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
で
献
血
が
行
わ
れ
る
際

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
、
ひ
た

ま
る
の
着
ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ
し
た

り
公
共
施
設
等
に
ポ
ス
タ
ー
等

で
啓
発
を
呼
び
か
け
た
り
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
常
陸
大
宮
市
で
誇
れ

る
温
か
な
施
策
の
一
つ
と
し
て

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
普
及
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
は
幅
広
く
知
れ
渡
る
こ

と
で
、
初
め
て
機
能
す
る
と
と

も
に
マ
ー
ク
や
カ
ー
ド
を
必
要

と
し
て
い
る
人
の
存
在
や
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
こ
と
か
ら
、
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
す
。
今
後
は

市
民
の
皆
様
に
対
し
、
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
つ
け
た
方
へ
の
理
解

と
配
慮
に
つ
い
て
啓
発
す
る
ほ

か
、広
域
で
の
運
用
も
想
定
し
、

県
や
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を

図
り
、
マ
ー
ク
自
体
の
普
及
啓

発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
へ
の
周
知
を
工
夫
し

な
が
ら
の
普
及
啓
発
を
期
待
し

ま
す
。
更
に
市
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
費
用
の
一
部
で
も
補
助
し
て

い
た
だ
き
、
普
及
の
促
進
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
後
、
県
及

び
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
、
地
震
災
害
を

よ
り
少
な
く
す
る
対
策
と
し
て

の
優
先
順
位
を
十
分
に
見
き
わ

め
な
が
ら
、
他
市
町
村
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
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市
民
生
活
部
長

保
健
福
祉
部
長

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

地域創生まちづくり
事業については
地域創生部長／
庁内組織の構築について
検討していきます

保
健
福
祉
部
長
／

県
や
近
隣
市
町
村
と
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
に
つ
い
て
は

市
民
生
活
部
長
／

他
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す

常陸大宮市のオリジナル
ヘルプカード



一 問質般

　
住
生
活
環
境
へ
の
不
満
足
度

が
高
い
の
は
、
子
ど
も
の
遊
び

場
や
公
園
・
広
場
の
快
適
性
で

す
。
子
育
て
支
援
策
に
期
待
す

る
事
で
は
、
児
童
公
園
等
子
連

れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め

る
場
所
を
増
や
し
て
欲
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め

て
き
た
の
か
伺
う
。子

育
て
世
代

の
方
々
が
市

内
に
子
育
て
に
適
用
し
た
施
設

が
少
な
い
と
評
価
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

今
後
一
層
進
む
少
子
高
齢
化
を

踏
ま
え
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
住
環
境
や
交
流
の
場
と

な
る
身
近
な
拠
点
づ
く
り
を
、

関
係
す
る
部
署
等
が
連
携
を
図

り
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
児
童

公
園
を
身
近

な
遊
び
場
と
し
て
位
置
づ
け
、

近
隣
市
町
村
の
施
設
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
設
置
の
必
要
性
を

含
め
て
検
討
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

児
童
公
園
と
い
う

名
称
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
例
え
ば
、
道
の
駅
か

わ
プ
ラ
ザ
に
小
さ
い
子
ど
も
が

遊
べ
る
よ
う
な
遊
具
を
設
置
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
を
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
を
含
め
ま
し

て
、
非
常
に
前
向
き
に
検
討
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
地
域
社
会
に
変

化
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
、
児

童
福
祉
、
健
康
増
進
、
生
涯
学

習
関
連
的
な
視
点
か
ら
、
ま
た

中
心
市
街
地
に
人
が
集
中
し
て

い
る
事
か
ら
、
多
世
代
交
流
複

合
的
施
設
が
求
め
ら
れ
る
と
感

じ
て
い
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

総
合
計
画
や

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
も
沿
う
一
つ

の
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
中
に
お
き
ま
し

て
、
公
共
施
設
の
複
合
化
等
に

よ
る
既
存
施
設
の
有
効
活
用

や
、
民
間
施
設
と
の
連
携
等
も

含
め
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

𠮷川　美保
議員

　
各
種
の
相
談
場
所
や
、
精
神

保
健
福
祉
対
策
と
し
て
、
精
神

障
害
者
地
域
移
行
支
援
連
絡
協

議
会
や
地
域
連
携
会
議
な
ど
、

管
内
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
ま

で
も
が
、
ひ
た
ち
な
か
保
健
所

に
ひ
と
く
く
り
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

保
健
所
再
編

検
討
懇
話
会

で
今
後
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
懇
話
会
の
議
論
の
状
況

を
注
視
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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健
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保
健
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保
健
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再
編
検
討
懇
話
会
の
議
論
を
注
視

保
健
所
再
編(

案)

に
よ
る

市
民
へ
の
影
響

住
生
活
環
境
と
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ

市
長
／
前
向
き
に
検
討

政
策
審
議
監

近隣の子育て仲間交流
施設から見た遊び場

建
設
部
長



１．各種計画及び事務事業の進捗状況について
常陸大宮市公共施設等総合管理計画について

内容
　常陸大宮市公共施設等総合管理計画策定について、進捗状況の調査・研究を行った。計画の内容
については、本市の保有するすべての建築物とインフラ施設を対象に、持続化可能な適正規模の施
設運営を目指すとなっている。また、更新時期を計画的に調整し、財政負担の平準化等を図る必要
があることから、公共施設等の総合的かつ計画的な管理の考え方と基本計画を示す「常陸大宮市公
共施設等総合管理計画」を策定するものである。

　委員会の意見
　今後、人口減少により厳しさを増す財政状況により、国の助成活動費等を活用し公共施設等の再
編、統合等の整備に努められたい。

２．地域公共交通維持活性化事業について
内容
　常陸大宮市地域公共交通再編実施計画を策定するため、新路線
バス等の利用状況について調査を行った。また、乗合タクシーの
利用促進を図るため、全員登録の現状を把握し、今後の取り組み
について調査を行った。

　委員会の意見
　地域公共交通再編実施計画策定にあたっては、市民バス、乗合
タクシー等の利用者を考慮し、利用しやすい環境づくりを目指し
ていただきたい。

３．地域創生まちづくり事業について
内容
　地域まちづくり事業補助金について、事業内容及び予算等について調査を行った。

　委員会の意見
　地域創生まちづくり推進事業について、地域の特性を活かし、安心して生活できるような市民協
働事業を進められたい。なお、事業を推進する「まちづくり推進協議会」の専門委員には、専門的
なノウハウのある地域コーディネーターを委員に委嘱する必要があるのではないか。

◎委員長　○副委員長

◎田沢　祐男　○坂本　繁輝　　金子　　卓
　掛札　行雄　　岡﨑　欣也　　小原　明彦総　務

13 議会広報第55号

常任委員会所管事務調査報告常任委員会所管事務調査報告

乗合タクシー



◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

１
．
各
種
計
画
及
び
事
務
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
新
設
さ
れ
た
こ
ど
も
課
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
の
事
業
概
要
に
つ
い
て

内
容

　

平
成
29
年
度
に
新
設
さ
れ
た
こ
ど
も
課
の
６
部
門
50
事
業
の
中
か
ら
重
点
事

業
に
つ
い
て
、
ま
た
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
つ
い
て
は
、
４
グ
ル
ー
プ
か
ら
組

織
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
の
計
画
内
容
と
進
捗
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

　

新
設
さ
れ
た
こ
ど
も
課
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
の
円
滑
な

推
進
と
保
育
所
・
幼
稚
園
の
窓
口
一
元
化
に
よ
る
市
民
の
利
便
性
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
ら
れ
た
い
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
お
い
て
は
、
各
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
実
施
を
図
ら
れ
た
い
。

②
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
と
常
陸
大
宮
市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

概
要
に
つ
い
て

内
容

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
今
回
の
主
な
改
正
は
、
国
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

に
対
し
、
約
１
７
０
０
億
円
の
追
加
的
な
財
政
支
援
を
行
う
。
県
は
、
市
町
村

が
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
、
全
額
市
町
村
に
支
払
う
。
市
町
村
は
、
国
保

事
業
費
納
付
金
を
県
に
納
め
る
。
納
付
金
額
は
、
市
町
村
ご
と
に
医
療
費
や
所

◎
小
森
　
敏
雄
　
○
三
次
　
弘
史
　
　
秋
山
　
信
夫

　
髙
村
　
和
郎
　
　
武
石
　
寿
長
　
　
𠮷
川
　
美
保

　
冨
山
　
和
男

文教福祉

得
の
状
況
に
応
じ
て
県
が
決
定
す
る
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
常
陸
大
宮
市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。

委
員
会
の
意
見

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
の
運
営
状
況
や
県
の

検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
赤
字
解
消
・
削
減
を
図
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
常
陸
大
宮
市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状
況

と
課
題
を
踏
ま
え
、計
画
に
沿
っ
て
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

２
．
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

常
陸
大
宮
市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
実
施
計
画

内
容

　

こ
の
計
画
は
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

10
ヵ
年
で
市
内
の
小
中
学
校
の
数
を
適
正
規
模
に
再
編

す
る
。

　

前
期
の
５
年
間
で
小
学
校
、
後
期
の
５
年
間
で
中
学

校
の
再
編
。

　

御
前
山
中
学
校
と
明
峰
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

委
員
会
の
意
見

　

常
陸
大
宮
市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
実
施
計
画
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
成
り
立
ち
や
地
理
的
条
件

を
考
慮
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
必
要
な
支
援
を
検
討
し

な
が
ら
、計
画
に
沿
っ
て
適
正
な
配
置
を
図
ら
れ
た
い
。
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◆常陸大宮駅周辺整備事業について
　内容

　「常陸大宮駅周辺整備基本計画」の概要について、
現在までの事業経過、地元関係者への説明会、今後
のスケジュール等について調査を行った。また、駅
西ゾーンに先行取得した土地の現地踏査を行った。

　委員会の意見
　駅周辺整備事業については、駅利用者数の推移、
地元住民の意向、常陸大宮市の将来像との整合性等
を検証し、費用対効果を推算し、長期にわたる事業
であるので柔軟な対応を期待したい。

◆温泉事業について

　内容
　三太の湯・四季彩館・ささの湯の木質バイオマスチップボイラ
ーの利活用について調査をし、チップ使用量、重油使用量、焼却
灰処分量及び管理業務内容等の説明を受けた。ささの湯と三太の
湯・四季彩館の管理業務請負業者が異なる旨、また、故障等につ
いての説明も受けた。

　委員会の意見
　チップの利用率を高める努力をし、故障等により利用者に不便
をかけない心掛けをしてもらいたい。

◎委員長　○副委員長

◎大貫　道夫　○黒部　博英　　淀川　茂樹
　岡﨑　榮一　　川上　　博　　小森敬太郎
　大瀧愛一郎

◇その他の調査事項
　○水道・下水道事業について
　○道路に係る請願等について

経済建設
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常陸大宮駅前広場

三太の湯 四季彩館 ささの湯

ささの湯に設置した
バイオマスチップボイラー



政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、
法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。
また、有権者が寄附を求める
ことも禁止されています。

政治家の
寄附は禁止。
有権者が
求めることも
禁止。

～常陸大宮市へようこそ～
　平成30年６月19日、常陸大宮市に
オリンピック事前合宿で来訪してい
たパラオ共和国の水泳選手と緒川小
学校の児童たちとの水泳・給食交流
会が行われ、泳ぎ方のアドバイスを
受けたり、給食を一緒に食べたり、
楽しい時間を過ごしました。
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水泳交流会

給食交流会 緒川小学校訪問



議　員　名 ①本会議 ②常任委員会等 ③特別委員会
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席

黒　部　博　英 11 0 19 0 5 0
小　原　明　彦 11 0 19 1 5 0
大　瀧　愛一郎 11 0 10 0 5 0
岡　﨑　欣　也 11 0 20 0 0 0
三　次　弘　史 11 0 11 0 5 0
坂　本　繁　輝 11 0 20 0 5 0
冨　山　和　男 11 0 11 0 0 0
大　貫　道　夫 11 0 22 0 5 0
小　森　敬太郎 11 0 31 0 5 0
𠮷　川　美　保 11 0 11 0 5 0
小　森　敏　雄 11 0 32 0 0 0
田　沢　祐　男 11 0 31 1 0 0
川　上　　　博 11 0 10 0 0 0
武　石　寿　長 11 0 22 1 4 1
髙　村　和　郎 11 0 17 0 ― ―
岡　﨑　榮　一 11 0 10 0 0 0
淀　川　茂　樹 11 0 22 0 0 0
掛　札　行　雄 11 0 23 0 5 0
秋　山　信　夫 11 0 22 1 4 1
金　子　　　卓 10 1 11 0 5 0

●
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永
年

に
わ
た
り
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ

た
功
績
に
対
し
て
、
２
名
の
議
員
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

　［
十
五
年
以
上
］

　
　
　
秋
山
　
信
夫

　
　
　
武
石
　
寿
長

●
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
、
地

方
自
治
の
伸
張
発
展
及
び
市
政
貢
献

の
功
績
に
対
し
て
２
名
の
議
員
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

［
十
五
年
以
上
］

　
　
　
秋
山
　
信
夫

　
　
　
武
石
　
寿
長

※
合
併
前
（
町
村
議
会
議
員
）
の
勤
続
年
数

は
２
分
の
１
と
し
て
通
算
さ
れ
ま
す
。

議
員
表
彰

市町村議会議員セミナー
期　日：平成30年５月９日～ 10日
場　所：市町村職員中央研修所（千葉県）
演　題：「深刻な所有者不明土地問題」ほか
講　師：増田　寛也 氏　ほか
出席者：淀川　茂樹、武石　寿長、小森　敏雄、大貫　道夫、
　　　　大瀧愛一郎

研報

告修

注２）

注１）②と③の回数については、各議員の特別委員会、常任委員会及び議会運営委員会への委員就任状況により、委員会の開催日が異なるため、
出席回数が異なります。

注２）特別委員会については、すべて髙村和郎議長は審査に加わりません。

本会議・各委員会の議員出欠状況
　平成30年１月から平成30年７月までの間に開催された、本会議（定例会・臨時会）・常任委員会等（総務・文
教福祉・経済建設・広報広聴・予算決算常任委員会及び議会運営委員会）・特別委員会（行財政改革調査）の議
員の出欠状況をお知らせします。 （回数）

注１） 注１）
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編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
、
平
年
よ
り
も
一

カ
月
早
く
夏
を
迎
え
て
、
大
変
厳

し
い
暑
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
８
月
よ
り
委
員
長
と

し
て
、
皆
様
に
読
み
や
す
い
・
わ

か
り
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
委

員
と
と
も
に
議
会
広
報
を
発
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
８

月
の
任
期
に
よ
り
、
今
回
の
発
行

を
持
ち
ま
し
て
、
新
し
い
委
員
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

新
し
い
委
員
に
は
、
皆
様
か
ら

頂
く
貴
重
な
ご
意
見
等
を
参
考
に
、

市
民
の
皆
様
に
、親
し
ま
れ
る
よ
う
、

進
化
し
た
議
会
広
報
を
、
発
行
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長　

小
森　

敏
雄

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
市議会広報は、ホームページでもご覧になれます。

議会を傍聴して
　　　　みませんか？

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階 
議会事務局）において、先着順により交
付します。
　傍聴人の定員は30人です。定員を超え
た場合は、４階傍聴人ロビーのモニター
でご覧いただけます。

（第２回定例会の傍聴者は延14人
　でした。）

パラオ共和国の陸上選手が大宮中学校の生徒とダッシュ。

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

私たちが
常陸大宮市をアピールしていきます。

表紙の言葉
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まち
かどか

ら…
まち
かどか

ら…

　平成25年３月の市議会定例会より本会議の一般質
問の模様については、本会議終了後、おおむね１週間
でインターネットから視聴が可能となり、24時間いつ
でもインターネット上で録画映像をご覧いただけます。

インターネットで議会映像
（録画）をご覧いただけます。

『議会中継』をクリック

★常陸大宮市議会のホームページからご覧いただくことができます。
　ホームページアドレス
　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/page/
　dir000074.html

ひたまると第７代観光大使


